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A4写虎小自動交換機

TypeA4SmallA血Omatie

TelephoneExchaれge

小自動交換機は都市に於ける日動交換機の利畢潮も交

換の迅速正確性ヽ通話の疎密保持等の利粘を農山漁村等

の加入者に封してもサービスする目的で､昭和8年頃避

信省を中心に設計されたもので､1毒嘗りの収容を50

同線としヽ2萎蓮 すると100同線､A墓連結にセレク

タ装置を附加して200同線まで収容出来る0

この交換機は交換手及び保守者を常置Lないで､市外

通話の申込､交換取扱上の問合せ､障碍の申昔等は一軒

親局で集中して取扱い､保守老は週一同定期的に巡同し

10毯絨試験分線盤

第1固 A4汲小日動交換機(前面)

Fig.1Type A4RuralAutomaticExchange

Switch-board.(Front View)

第2園 A-4読小自動交換機(裳両)

Fig.2 TypeA4RuralAutomaticExchange

SwitchTboard.(Rear View)

て嚢期試験､蓄電池の充電を行う様無人局として施設さ

れるものである｡

-葦の交換機の構造は第1圃乃至第用附こ表す様に試

験分線盤5組､岡韓型ラインファインダ6個､起動制御

同格1個､コソネクタ6個､特殊通話待合同格1個､加

入者憾電器群及び信統監硯同路､共同相互呼出装置用腱

電器群より成立している｡

同路上は次の様な特長を有している｡(1)起動制御同路

を用いて築信加入者の捕捉を迅速確鷺にしている0(2)親

局へ茸信した場合親局への線路が全部使用中の時加入者

が話中音を聞き受話津を掛けて待てば､線路が塞き次第

親局と加入者の両者を自動的に呼出す様な待合同格を有

している｡(3)警報同路ほ非常障害が草生すると自動的
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第3固

Fig.3

A4統小自動交換機檻電器群

TypeA4RuralAutomatic Exchange

Switch-boardSubscriber'sRelaygroup

&SignalRelay groups.

一n軋_t.=㌔荘トト･････････1∴､
-冒当｢畢.1闇.劃

第4囲 A-4親

′J､自動交携礫(側面)

Fig.4 TypeA4Rural

AutomaticExc.

hange Switch-

board.

(Side View)

に即刻親局に通報出来る様になって屠り､叉親局からダ

イヤルによって障害の草生を知る様になっている｡(4)

加入者の受話器外Lがあった場合ほ1分場上程過すると

此の加入者ほ接績機構から切り離されて他の同線を防害

しない様にする時限同路を有している｡(5)共同相互呼

出装置用艇

101

器群を有しているので普通加入者の他に共

同加入者も収容出来る様になっている｡

製作上でも無人局として備うべき種々の條件に留意し

てある｡

日立製作所は戦前から之の様な無人局小容量の自動交

換機の製作を得意としていたが､現在製作中のものにつ

いて償格の低減保守の簡易化につき研:究中である｡

青指21流指令雲量及び受令機

OnshiNo.21Despatching Telephone

Equipment&Telephone Sets

太織は緊急な一奔指令或は同時通話をなす焉に使用さ

れる国家警察用の磁石式指令装置及び受令機であってヽ

交換墓とは別個に設置され取り扱いは極めて簡易である

指令装置には指令同視10同線と加入者同税1同線と

が収容され､指令同線各1同線毎に受令機磯5得度蓬が

接冶可能である｡

本磯の使用にあたりては､交換墓に指令装置と受令磯

との按額に必要な電鍵表京器及び中健保輪等を設備すれ

ばよく､警察用の他消防或は

とができる｡

l.苦指21諾指令装置

力方面等にも使用するこ

第5国 書指21淡指令装置

Fig.5 0nshiNo.21Despatching

Telephone Epuipment･

大槻の構造ほ木製陪赤色仕上の優美なる卓上型であつ

て素読器､電鍵､磁石蒙電機､誘導線輪､電鈴及び遼受

101▲･-･-
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器等の諸機器より構成され､正面パネルには受信又は打

合せ等に必要なる指令表示器10個と加入者表云器1個

が配列されており､電鍵盤には一奔指令又は同時通話の

操作に必要なる一切の電鍵類が整然と配列されている｡

太機より指令する場合には指令電鍵を倒し､_毛電機を

過韓すれば､交換竃の指令義元器開落することにより交

換手ほたゞちに､電鍵操作により指令同線を完

から､駐在呼出電鍵を倒し信競

一斉指令呼出し用

させる

流を蓬りて､受令機の

鈴を鳴動せしめ受合着を呼出ナ｡

2.曹指21試重合極

太機の構造は指令装置と同色の暗赤色仕上の壁掛塾電

話機であって､従来の警察用壁掛電話機と異り､電鈴2

個を有し､一般用の他､一斉指令に肇ける受令が出来

る｡叉木機には本署呼出用

合にはヽ同電鍵を倒して琶

鍵を看し､東署を呼出す場

機を廻韓すれば､交換萎の

普該表示器開落ナることにより太箸に援嶺す｡従って伝

統電流を迭り太暑を呼出サニとが出来る｡木機に使用せ

る迭受器ほ電通省新型の四既送受器を使用し性能は極め

て優秀である｡

第6囲

Fig.6

普指21輩卜受命磯

OnshiNo,21Teiephune Set.

評
■~､

古風 第33巻 第1畠莞

新 型 度 数 計

Developed Type Resister

度数計は加入者の通話同数又は各電話局間の接唐同数

を自動的に記銘する機器で､前著を加入者用､後者を統

計用度数計と構ナる｡どちらも同一構造であって電気定

数がことなるだけである｡度数計は直接加入者の通話料

金算出の基礎となるので､その記慮が正確でなけれは太

らぬことは云うまでもないが､特に加入者用変数計ほそ

の指示にぎわめて僅かの誤差があることも許されない｡

即らつぎの性陛が要求される｡

(1)通話同数を正確に指示すること｡

(2)長年月の使用に対しても指京が正確なこと｡

(3)使用中の事故障害がないこと｡

(4)収容数を増加するため､できるだけ構造が小

塾であること｡

徒死我国の 詩局に使用されていた度数計はA塾およ

びH≦型の2種に大別され､前者はA方式(ストロージャ

式)自動交換機および手動交換機に､後者はH方式(シ

ーメンス式)に用いられてきた｡

H塾度数計はA塾に較べて甚だ小型なので■､同一床

面積に収督し得る教を増せる票占ではH 塾ほA塑より

第7筒 A(大)型及び10鰐(小)型変数計

Fig.7 A(Large)Type&幸10(Small)

Type Service Register.

優れている｡二のH塾匿教計をすべての方式の交換局に

使用できるように改造したものが10親型度教討であり

普通に新型度数計と呼ばれている｡日立ではこの新い､

10景虎型定数計について24年12月以来試作を漬行し､
ヽ



時価25年度･日力二技術の成果

第1表

稀

10擁A壕数計

/′ B //

/′ H //

〝 T /′

〝 MA/′

ノ′ MB//

A型局

途

計用

A型局加入者庸

H塑局加人着用

丁型局統計用

共電式加入者月j

共電式統計月ラ

1300

500

100

1000

最低感訓電流･不感動J還流
(mA)

25

30

50

22

∑五ミ4喜…i(Ⅰ+ⅠⅠ)35
0.27

25年10月には量産化最初の製品を り出した｡量産化

第一同の製品は預想以上に良好な成績を収め将来を期待

されている｡なお10競型定数計の仕様は第1表の通り

である｡

附託

たまたま､25年10月～11月にわたり日立製作祈に

於て日立試験装置を使用し各社10既型筐教計の諾命試

験が電通省により室施されたが､この試験で日立製作祈

′

第8匝i40同線1張A共琶式構内交換横外観
Fig.8 GeneraIview of401inesトA Private

Common Battery Switch-board.

1400

ーー103

(mA)

15

20

35

13

(Ⅰ十ⅠⅠ)25

1300

線既軍紐共
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10芸尭型度数計は長年の製作歴史を有

する他社に伍して良好なる成置を収頻

得たことを附記する｡

40同線1勒莞A共電式構内交換機

40Ⅰ⊥inel-A Common~~Battery

Switch-board for P.B.X.

先に日立製作所では私設交換機の標

準型として､他社に先鞭をつけて20同

式交換機を試作L製品化Lたが､更に高度

の悼辞を持つ私設交換機が要望される状態になった｡そ

こで日立製作祈としては電気通信省､ 嘉通信所究所と

協力して昭和25年初に交方24B共琶式交換機と云う

名構の私設交換機を試作L､ 除試の■其 異に基いて

型たる40同線1競A_共琶式構内交換機を設計し､製品

化した｡

木交換機の特 ほ戦後の混夙による崩格低下の影響よ

り腹部し､取扱を容易にし動作を確宣ならLめた祈にあ

り､戦後の標準品として恥づかしく無いものである｡更

に 気通信省指導のもとに､指定考証とも協力して其の

部品は完全な互換性を有し､且防塵に対しても充分な注

意が珊われて屠る｡

其の性能は各種京匪電器の動作安全率には充分留意L､

筐.闘焉の此 教が将加したのであるが､其の代償と

して従来の交換機に見られた不安蔓性が除去された｡又

分割電鍵を操作する際の不快な騒音も除かれて居る｡

嘉的性能も通 揖失は300㌔に於て2db上げ､1000㌔

容 畢!′浮 袋

局 線 回 路

一触隈琶器式内線回路

総J霞界式内線魁路

接 績 j駈 回 路

扱 者 回 路

信 堆 回 路

紐 試 験.回 路

補 助 信 子粍同 路

ヒ;-ズ督戦圃路

に於て1･5db以下に抑えてある｡文通諸岡線相互間の

漏話滅裏量は1000エフで80db以上である｡
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太交換機の使用範囲は直流電源として22V-28Vを

使用して､鰹電誇式内線同格ほ600β迄､無膳電器式内

線同格は200J2迄である｡

止ヒの交換機の各桂同格の容量賓装は次の通りであるが

其の容量分iこ対しては､局線同格及び撲横紐同格に対し

て隼1同硯毎内線同格に対しては10同線毎の噂設用品

が準備してある｡

無線及搬送機器

Wireless and Carrier

Communication

河川用災害無線

Radio Set of Disaster

PreYention Servi(:e

森林地帯に於ては冬期積雪の

繰

､電話線が切断され有

話が不通となり､5～6月頃の融雪に依る出水時に通

信連終に困難庖濁し､又秋の鞄現による出水時には緊急

通信がかさなり有塩電話のトラフィックを超え無線通信

同株が必要となる｡斯の如く春秋の出水に依る災害を防

止し､且つ叉木材の流失による莫大な損害を防止するた

め林野執こ於て防災用無線 諸岡鰊設備が企害せられ

た｡日立製作祈に放てはこれに合致する無視通信網を受

話lノヽ秋田営林局管内の米代川流;或用を嗣入した｡

太通信網は米代川流域の要所である能代営林審､天神

貯木場､三鷹の兵曹林暑､十二軒貯木場の四カ所に無楳電

話装置を置き､鷹の巣を統制局として三が20kcにて相互

通信を行い､且つ秋田営林局にも無線電話装置を置いて

鷹の巣と連絡する通信系統である｡(第9聞参殿)｡太施

設は昭和25年9月18日をもって完成しヽ その後毎日

10時､15時の二同連絡通信を行って屠り10月16日

の出水に封しても相普の威力を蒙拝した｡

本無税電話其置は秋田､鷹の巣の50W(GTR-50S-

22無線電話装置)(第10匪参照)能代､天神､十二祈の

第11固 GTR-20S-2無線電話装置能代局
Fig.11Type GTR-20S-2Radio Telephone

Set of Noshiro Station.

無線電話装置(第Il圃参照)の二環項で､常時50-60

≒プ､100v より電源を供給し､停電時は非常用電源に切

換て使周する｡各無視装置の概要は弟2表の如くである

筒未紹介の50W局に設置したMRS-25塾全波受信

機はGT管を使周した般舶又は陸上固定局用高級受信

機である｡概絡の性能は下記の如くである｡
ヽ



昭和25年虔･日立技

第2表 GTR-50S-22無線電話装置及び

の成果

GTR-20S-2無線電話装置の構成

逆L型3/4汲長空中線

擬似空中線

空中線切換券

:::∴∴

受信周波数帯

使用眞茎管

応βトGr 一山■訓矧｢応脚釘

スーパー
ヘテロダイソ式

90kc._13Mc

ll球 第12圏はブロックダイヤ

応β祐r 軋Fβ7%収用J彪

第12固 MRS-25仝汲受信機ブロックダイヤグラム

Fig.12 Block Diagram ofType MRS-25All

Wave Radioi:Receiver.

グラムを示す｡

4.感度

5.遅澤匿

7.

影像比

忠彗匿

乳 出力

9.安定度

′

90._kc一}2Mcにて125.db以上ヽ

2-Mc～15 Mcにて135db二以上

パスバンド1,5kc以上､バソ

ド以外の周波数減衰率は1kc 嘗

り 5db以上

ー25db以上

300-2700㌔,の範囲iこて出力

偏差+8db-12db以内(1000

qプ基準)

1W以上

電源 匿(A,B電源供に)

±10%の攣化に勤し出力0･k

差6db以内
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認壬壬王墓150肛-FM無線電話装置

芸諾:認ミミい50MⅢMTel亜one-Set

本装置は通信周波数148-152Mc の水晶制御超短波

周波数欒詞無硯電話装置で､主要部市警察消防通信選管

委員合制定の=150Mc-FM日活遭警察消防無税電話装

選任様書=に完全に適合するもので､電通省 気温信折

究祈の厳密な性能認定試瞼tこ抜群の成績で合格した最新

銃の無線 諸装置である｡これほ警察用のみでなく､新

開通信用その他にもそのまゝ使用できるものである○

太装置は迭信出力25W■の移動用PM-111塾(第13

園一第16園参照)と迭信田力50Wの回章用PF-111塑

(第17圏一第19圏参照)の二産に分れており､その構成

寸法､重量ほ第3表､性餞概要は第4表のとおりであり

第13園 PM-111型移動用装置の外戟

Fig.13 Exterior View of PM-111Mobile

Use Fquipment.

105■･･･-･
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第14囲

Fig.14

PTM-111

Top View

塑造信1攫上面

Of PTM-111Transmitter.

第15固

Fig.15

PRM-111

Top View

型受′信礫上市

Of PRM-111Receiver.

移動用ほ迭､受信機および電源ユニッ1､を自動車の荷物

入れに収め制御器､ハンドセット(~達愛器)およびスピ

ーカーを蓮輯席にとりつけ､迭受信機の起動停止､受信

機の音量､スケルチの調整､緊急呼出信競の迭受､プレ

ストーク式通話等一切の操作を運轄樗で行えるようにな

っており自動車用6V蓄 池で動作し固定用は遼､受信

磯および電源ユニ･ツトを内部に一纏めに装着した卓上型

制御コンソールを通信机上に置き固定周マイクロホン､

アンテナおよび交流電源をつなげは､コノソールパネル

のスイッチ､ツマミ押釦等の換価こより造受信機の起動

停止､電源 匪の詞整一受 磯の蓄量､スケルヰの調整､

緊急呼出信教の蓬受､プレ.ストーク式通
､自動中怒方

式の動作等一切の動作ができ､更に遠隔制卸詩を附加按

することによって最大25kmほなれた虞から 詣蓄泉

を通して遠悍制御によるプレハーク式通話および自動
ヽ

論

･
､

l第巻33第

第16函 PPⅣト111

Fig.16 TopView

型電源ユニット上面

Of PPM-111Power Unit.

第17囲 PF-111型固定掛装置外戟

Fig.17 Exterior View of PF-111

Fixed Use Equipment.

第3表 主要機器とその寸法重畳表

員･寸法(mm)…壷畳
罪 名.

教!幅.1奥行属さ■(kg)

移胡月j

装 置

PM-111

PT入ノⅠ-111塑造信磯

PRM-111型重言礫

PPM-111型

電源ユニット

PCM-111型制礫界

ケーブ/レー式

附垣品(箱り

237 365:22215.1

237 365 222.15.2

237･3b5 22219.7

200 90 80;1.86

1式 【-

1.2
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箪4表 性能概数一党

項.目 移動用PM-111型. 同定用 PF-111型

通 信

周波数
148-152Mc 同 キ

構 造 上蓋二晩外式全額閉防
滴耐震型

上方起開式
卓上コンリーー,レ型

通信方式

動 作

(1)プレストーク式
通話

ブレスト←ク式通話(2)自動車楷斉式

:し3)遠隔制御による(1)(2)方式動作

i自動宰相蓄電池
電源入力:DC6V受信時25A

㌧迭信時52A

50-bOサイク町軍相

交流70～110V
受信時200W
送信時bOOW

中値方式の動作ができ､/くネル面の照明つきメーータ㌧-で

､迭受信機各部の動作状態､迭受信の通話レベ

ル､アンテナからの蓬出電波の状態等の監視ができる｡

太装置ほ自治濃警察消防用として現在我詞最新最高の

⑳

∵∵-√.ヽ
●

1＼､●∴●ヽ-･1

む㌫
∽聯

【…瓜

肇‖…岬

-

り

第18画】押-111型固定斑装置展開上面

Fig.18 Top View of PF-111Fixed Use

Equipment.(Turned up)

･日立技術の成果
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第19陶 PIr-111型固定用装聡展開底面

Fig.19 Bottom View of PF-111Fixed Use

Equipment･(Turned up)

ものであると同時に周波数152～200mcの一般民間専

用無線電話通信用にも使用することができ､蓮行中の自

動専､ 事､又は船舶と国是基地局間或ほ移動局相互間

で自由に極埼て安定で阻灰な通話を行うことができる｡

狭帯域水晶濾波器

Narrow Band CrystalFilter

水晶濾波器ほ水晶共壬辰子固有振動の損失係数が極めて

小さいことを利用するもので､楳輪及び毒 器から成る

通常のi慮波器では到底望み得ない､謹損失小さく減衰特

性の急峻な濾波器を賓現することができる｡

この濾波器ほベル 諸研究祈で開署されたもので米国

では戦前から鍛造装置その他に大貴に使用されている｡

我試では従来殆んど用いられなかったが､最近更めてそ

の優秀な性能を認 し､各方面で研究を始めている｡日

立に於てもこれが試作研:究を行っているが､太論文はそ

の内パイロット濾波器等に用いられる狭帯域型水晶濾波

器に関する研究について述べている｡次に二､三の結果

を抄録し参考に供する｡

第20圏は供試澄渡同路である.｡第21固は措遜周闇､

140kc用濾汲器の減衰特性で140kc→400二っ の妨害

波を除去するものである｡水晶共振子には二分割､銭金

電極塾の
一18■50Ⅹ-Cutを用いている｡第22園は同

じく搬蓬周波､206･5kc用で+50Ⅹ■-Cutを用いてい

107【･･･_･･････････
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水晶共振テ
ロJ

¢

第20固 狭帯域濾盛岡路

Fig.20 TheInvestigated Narrow Band

CrystalFilter Circuit.
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140kc狭帯域型水晶濾汲器械衰特性

An Attenuation Curve of a Carrier
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CrystalFilter.
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第22固 加6.5kc鶴野域型水晶濾波器減衰特性

Fig.22 An Attenuation Curve of a Carrier

Frequency,206.5kc,Narrow Band
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第23園 無線周汲狭帯域型水晶濾政界減衰特性

Fig.23 An Attenuation Curve of a Radio

Frequency,2920kc,Narrow Band

CrystalFilter.

る｡図鏡椚(山違)毀迭保護題電集置iこはこの形式の水晶

濾波器が採用されている｡第23囲は無線周波､幻20kc

用浦波津の減衰特性でAT-Cut を用いている｡秋田管

林局椚の河川防災用無線機に採府したものである｡秋田

放迭局第2高調波の強い混信を避けるため受信機の基中

線側に挿入したが､太濾波器により妨害を完全に除去す

ることができた｡

研 究

Studies

長寿命のストロージャスイツチの研究

StudyofI｣OngLife Strowger Switch

現在我鴎の自動交換運営の状況ほ良好であるとはいえ

ない｡この原因ほ種々あるが磯城そのものがよくないこ

とも見逃せない事宜である｡交換の現業を司っている人

の詣では5000同も使用すれば調整の取直しをしなけれ

ばならぬスイッチもある由である｡我国は電話が普及し

ていないため加入一同線嘗りの使用頻度も米国の数倍に

上っている｡これに使用される機器は米国のそれよりも

数等よいものでなければ米国と同じ程度のサービスは興

えられない｡
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我国で最も多く使用される自動交換機器ほ1次セレク

タであって1日に 600 同は使用される｡1年間にほ約

加蔦同は使用されるであろう｡100高岡調整せずに使

用出来れば5個年持つことになって先づ適切なりといえ

るのではなかろうか｡戦前20"30蔦といっていたもの

を100苗に飛躍することはむつかしいと考えたので先づ

50富岡無調整で使用されるものを得ることに精選して

いる｡只今この目的に添うスイッチを作り寿命試験が進

行中である｡目的の達成される確信を持っているD

参 考 文 献

施設1950年7月 自動交換30年の同顧

/′/′1g50年10月理想のストロージャス1ツチ

日立評論 昭和25年7月 自動交換機周一てろイッチの

ダイカスト化に裁て

相互較正浩による黄葉粉送話横の

絶封感度の測定

Measurement of Response Character-

istics by MutualCalibration Method

for Carbon Powder Transmitter

炭素粉蓮話器の湿度指圧等による影響を検討する矯め

に之等の苛酷な條件で絶封感度の測定を必要とする事が

力･ソプラー

k･ノ､至■j
受話畳逸話暑

句々′=鯨/J･瑚～,
l

J仇恥I

かJトー･4写真誌署

員(2)…･4号逸話暮

抵抗減衰星

(の 産直積測定

多い｡しかるに温度 琵に封して保謹せられた音響標準

器を得る事は困難で､その標準語を較正する事すら出来

莫凱､｡この場合相互較正法による感度測定を行うのが最

も便利である｡茨薫粉連語韓でも相互較正法に充分適す

る測定の方法がある｡

相互較正法ほ弟24圏(a)及(b)の如く二つ音響欒

換器の感定積感度比より感匿の絶対値を求める事ができ

るD

その一例として4景虎蓬話器と4競受話器の感匠を求め

るため(た)(1)に4洗受話器を用い可逆器とした(巴)に4

流速話語を用いた｡測定の要領にほ種々考えられるが茨

素粉の攣位一定の方法が最も安定で且特産も高い｡これ

ほ茨粟粒の粉盟としての機械インピーダンスに鞍著な非

直線性がある焉めで欒位を一憩こして測定Lなければ誤

差が入り易い理由による｡

欒位を一定にするには出力同路の周波数特性を良くし

ておけぼ出力電塵を一定に保持する事により欒位を一定

と考える蕃が出来る｡これは欒位の少ない範囲では沃素

粉の交流出力と欒位とは直線関係が成立する焉めであ

るD

第25圃はこれ等の測定結果の-･･･例である｡この結果

に放て欒位一定の場合には別に較正せられた音響標準器

受講者逸繹暴

句句=んrツ‰仙

抵抗減衰畳

rム)感度比測定

増雨量

第24固 相互較王E法 に よ る 測定回路

Fig.24 MeasuringCircuits ofResponseCharacteristic by the MutualCalibration Method.
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第25圃 相互校正法による感J夏の測定並に測定條件による比較

Fig.25 Responce Characteristics Measured by MutualCalibration Method,

Togetherwith Comparative Values by other Mtthods.

との比較法により得た値と非常によく一致して屠る｡他

の九去例えば囲に示す如き受話器の入力電 一定の場合

にほ受話器の坦力青墜も一窟でなく､叉造語誅の摂動系

の機械インピーダンスも周政教特性をもつ事になる｡そ

の焉めに感度

屠らない

､感度比を同じ襲撃換能率の祈で測志して

誤差が入り易い 実になって屠る｡

泉素粉逸話器に於いても欒位一定で測雇すれは相互較

正法に上り充分精度高く求め得るのである｡この方法を

利用する事により家業粉の特性温度､特性 匿等音響機

器の特殊な状態に於ける特性の槍討が容易となり､これ

らの研究改良に故呆〕勺iこ利用できると考える｡

纏電器に於lナる磁気的過渡現象の測定

Measurement of M二agrLetic Transient

Phenomenornfor Telephone Relay

[Ⅰ]要旨 ストロ←ジャ式日動交換機にほ多数の適

誅(以下リレーと略宿す)が使用されているが､その

代表的なものとしてセレクタコンネクタのAリ レ
ーと

継鉄

第26固 Z-1001リ レ ー

Fig.26 Z-1001Telephone Relay.

姓鉄

第27固 Z-2001リ レ ー

Fig.27 Z-2001Telephone Rela'y.

ヽ､
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巻数.〟
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増巾畳へ

第28団 積 分 同 路 固

Fig･28Integrating Circuit Diagram･

Lて使用されるZ-1001リレーを第26圏に､BリレMと

して僅周されるZ-2001リレーを第27国に示す｡これら

のリレ←の動作を研究するにほその磁気的過慣欒化を明

らかにLたければならないが､これの矧抑こは妾紛ぃこ生

ずる渦流及び銅環内の短絡電流が大きな要素になるので

計算ほ甚だ困郭であり且つ測定も殆んどでされていなか

った｡聾者は以下に選べるような方法でこの磁気的過涯

現象の測定を行った｡

[ⅠⅠ]測定の理論 第28歴=こ示すようにサーチコイル

に誘起される電匪を抵抗こ 忍と静電容量Cの直列同格

iこ加える｡

磁束の時間に

チコイルに

する欒化部分を¢(f)とすjtば､サー

起される 作家厨βは

盈9=-Ⅳ警んで表わされる｡
忍とCを充分大きくすれば容量リアクタンス

ほ抵抗忍に比Lて無祓することが出来るので､此の同

格のインヒ㍉-ダンスほ殆んど純抵抗Rの_ちであると見

倣せる｡

この場合

Ⅳ
一軸(f)

/.● J/

又､コソデン′サーに誘起される冒

となる｡

昂フ ほ

βc=封硝で表わされるので､これに前
記の五倍を代入すれは

且c=喜巨d古=一封ト
∴-1J阜∫

JJ tJ/

¢(り となる｡

′
即ち､コンデンサーに誘起ざれる電墜駄ほ磁束欒化に

比例することにたるので､この電墜を嗜幅Lてブラウシ

111

菅又ほオツシログラフで観察すれほ簸心内に於ける磁束

の過渡現象を知ることが出来る｡

[ⅠⅠⅠ]測定結果.測竃例とLて Z-1001リレー及び

Z-2001リレ一のコイルに流れる電流と 心内の磁束攣

化の商係をオツシログラフで撮影Lた寓眞を第29圏並

びに第3D匡=こ示す｡これらの測定によってリレ十動作

の椚究上種々元唆される析があったが､第30匡lによつ

てほ次のようなことを知った｡即ちこのリレーは､一度

動作すればコイルの電流が切カ~Lても銅環内の短絡電流に

〟画材鮎c.粛%〝壷.

第29固 Z-1001リレーの過渡規象オッシログラム

Fig.29 0scillogram for Magnetic Transient

Phenomenon ofZ-1001TelephoneRelay.

第30固

Fig.30

ぷ7こJ

Z-2001リレーの過渡現象のオッシログラム

Oscillogram for Mognetic Transient

Phenomenon of Z-2001Telephone Relay.
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よって磁束の減少を妨げ､300～500mSは接極子を保持

する特性をもっているが､この電流開放後に於ける磁束

薪少の特性は第30駆のPからQに至る曲線で示され

ている｡従来の概念としてはP,Q二粘を ぶ直線に近

いなだらかな曲線で磁束が減少するものと考えられてい

たが､寓眞によれは P禁錮こ於て比較的急激に磁束が減

少し､その後は平坦に近い綬傾斜で減少している｡この

平坦な曲線によって考えられるのほ､接梅子に加えられ

ているバックテンションを僅か加減しても 按復啓時間

が著しく変化するということである｡即ち遅綬復習時間

電 装 及

(第56頁より遠く)

(第82頁より凄く)

運 雑 用 及

50亡b

ロープスピード(m/nin) 40

ローププル (kg) 1800

60年,

48

1600

荷

ヽ

評 論 第33巻 第1丑莞

の調節が困菜経であり､且つ一度調節した後に於てもバッ

クテンショソの強さ又は磁性が僅かに攣ることによって

蓮緩復習時間が甚だしく攣化することが考えられる｡現

在製作されているZ-20011プレーが使用中暫々特性の欒

化を来しているのはこの理によるものと思われる｡

[ⅠⅤ】緒言 前述Lたように､木酢究によって従来判

明Lていなかった磁束的過渡現象の貿態を明らかにする

ことが出来たが､今後はリレー等の磁気特性の改良及び

磁束欒化に射する渦流の影響の研究等に利用したいと考

えている｡

気 化 器

欝11囲 40PH型 嵐 イヒ 券

Fig.11Type=40PH"Carburettor.

時の設計になるパワーゼットの作用によるもので､此の

結果ほ､第10固の如く､燃費率も40EH-i塾に比し､

著しく向上する

鞘託

果となって居る｡

ヱアーブリードの考察i･ま､之では未だ充分とは云えず

絞弁各関度に就いても検討せねばならないが､一際の指

針として折究を行ったものである｡

【註]

40PH型気化器(第11圏)に就いては既にその概略

の紹介を日立評論VoI.32,No.6にて行ってあるから

御参照願いたい｡現在故に多量生産を行って屠るもので

ある｡

役 用 横 械

又スクレーパーの戻りを早くするため､~テールローフ

スピードをメーン‥ロープスヒ㍉-ドより早くすることも出

来る｡




